
令和８年度 獨協医科大学大学院医学研究科入学者選抜試験（２次募集） 
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・意図 

問 1、問 2とも、基礎的な英語読解力および科学的文章の理解力を評価することを目的としている。 

医学博士を志す者として、国際的な学術論文の読解や研究成果の英文発表が不可欠であるため、受験

生が英文科学論文の要旨（アブストラクト）や研究報告を正確に理解できる能力を有しているかを確

認する。出題文には医学・生命科学分野で産婦人科領域の話題を取り上げ、当該分野への理解も評価

する。 

 

・解答 

［設問１］ 

ドナーによる生殖について秘密にされてきたこと、匿名性が法律によってなお部分的に認められている

こと、そしてオンライン DNA検査が普及したことが重なり、自分がドナーによって生まれたことを遅れ

て、あるいは突然の衝撃的な形で知る人が増えている。 

 

［設問２］ 

・予期しない血縁関係の発覚 

自宅用 DNA検査によって、父親の違い、近親関係、ドナー提供による出生などを突然知り、精神的苦

痛を受けることがある。  

・ドナー提供による出生の秘密化 

本人に出生の経緯が伝えられないまま、成人後に偶然知るケースが増えている。  

・匿名制度と DNA検査の矛盾 

法律がドナーの匿名性を認めていても、オンライン DNA検査によって遺伝的親族を特定でき、匿名性

が実質的に維持できなくなっている。  

・法制度の見直しの必要性 

ドナーによって生まれた子どもに、出生時からドナー情報へアクセスできるよう制度を改めるべきか

が問題となっている。 


